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【総括】	 	

試合序盤は両者一進一退の攻撃が続き互角の戦いを繰り広げたが、後半は安定した

攻撃に甲南大が食らい付いていけず、そのまま点差を離され 76-85 で関西学院大学が

勝利した。	

【第 1 ピリオド】	

開始早々甲南の速攻が決まり試合スタート。14 番を中心とした粘り強いディフェン

スからの速攻で甲南大は点数を重ねていく。しかし 1 ピリ後半、関学大の 74、50、７

番の 3Ｐシュートで逆転、甲南大も 24 番のシュートで食らいつく。終盤、甲南大の速

攻で再度逆転し１９－２０で 1 ピリオド終了。	

【第 2 ピリオド】	

甲南大 13 番のバスケットカウントでスタート。中盤、関学大は力強いドリブルから

の合わせやミドルシュートなどで得点を積み重ねるが、甲南大もセットプレーやリバ

ウンドからの得点で食らい付く。2 ピリオド後半は両者ファウルが積み重なり、苦し

い試合展開となる。ピリオド終了間際に甲南大 13 番がゴール下でファウルをもらいフ

リースローを決め、41-42 甲南大リードで後半へ折り返す。	

【第 3 ピリオド】	

	 3 ピリオドは関学大 11 番のミドルシュートでスタート。その得点を皮切りに関学大

の速攻や３Ｐシュートなどの連続ポイントで点差が 11 点に広がり、甲南がたまらずタ

イムアウト。タイムアウト後、関学大はゾーンディフェンスに切り替え、点差を広げ

ようとするが、甲南大は 13 番、32 番のゴール下のプレーや 24 番のドライブなどで点

差を 4 点差に縮めて 59-63、関学大リードで 3 ピリ終了。	

【第 4 ピリオド】	

	 関学大 73 番の速攻でスタート。4 ピリ 7 分、甲南大が関学大に追いつき同点となる

が関学大の 50 番のバスケットカウントで突き放される。甲南は 24 番、2 番のドライ

ブ、73 番の 3P シュートなどで追いつこうとするが関学大の高さに苦戦し点差は思う

ように縮まらず、73-85 で関学大の勝利で試合終了。	
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